
                                           

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三島由紀夫の戯曲
『鹿鳴館』の舞台に触
発された宮永は華麗
なドレスをまとった
美人像を多く描き、そ
れは『鹿鳴館シリーズ』
と称されました。 
ロココ調で優美な

ドレスは、宮永のテー
マでもある「光と影の
世界」の明暗技法と色
彩の濃淡のコントラ
ストの効果を強調す
るためにも、現代の服
装よりもヨーロッパ
の古典的服装のほう
がより効果的である
という理由により取
り入れられました。 

本作品は『鹿鳴館シリーズ』の代表作の一つで、華麗
にして重厚、繊細な神経がすみずみまで行き届いた作品
です。また水墨画の素養による、東洋的筆致やぼかしの
技法が背景や髪の描写に見られ、それにより見る側にロ
マンチックなイメージと女性美を感じさせる宮永独自 
の作風となっています。 
 本展示では多数の油彩の美人画が展示されています。
70 年代から足早に円熟を深めた宮永の女性礼讃のロマ
ンチシズムをぜひご覧になってください。 

第 10 回 鶴巻デジタル写真教室 

写真展 
11 月 26 日（火）～12 月 1 日（日） 

10:00～17:00  （初日 12：00 から 最終日 16:00 まで） 

 

その時々の被写体の表情を楽しみながら写しとったもの

です。ぜひ楽しんで見てください。 

日本画府 写真部展 

12 月 3 日（火）～12 月 8日（日） 
10:00～17:00  （初日 13:00 から 最終日 16:00 まで） 

「一期一会の出会い」を求めて幾年月。数少ない出会いを精

一杯切り取った作品です。どうぞご高覧ください。 

宮永岳彦生誕 100 年記念事業 
彫刻家 小島弘回顧展 

12 月 10 日（火）～12 月 22 日（日） 
10:00～17:00  （最終日 16:00 まで） 

宮永画伯と同様、二紀会の中心的役割を果たし

た彫刻家・故小島弘氏の作品展を開催します。 

 
 2020.1 月の市民ギャラリー展覧会の予定 

中学生作品展（仮） 

1 月 17 日(金)～1月 19 日(日) 

第６回 写童倶楽部 写真展 

1 月 21 日(火)～1月 26 日(日) 

11 月 12 日(火)～11 月 17 日(日) つるまきこども園 作品展（仮） 

1 月 29 日(水)～2月 2日(日) 

展示作品より今月の一点 
 

 

展示作品より今月の一

点 

 

常設展示室  市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

入場無料 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

※12月 1日(日)より2020年6月分までの予約を受け付けています。 

2019      月 12 

《ROKUMEIKAN 鳳》 

 

12 月の休館日 ： 2 日(月) ９日(月) １６日(月) ２３日(月) 

年末年始休館日：１２月２８日（土）～１月２日（木） ４日（土） 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間150円、以降30分 
ごとに 100円 

 

美術館へのアクセス 

観覧料 ・一般 300 円 （弘法の里湯利用者は 100 円割引） 

    ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

油彩画 1975（昭和 50）年 60F 

とき   令和元年１２月１５日（日）  14:00 開演（13:30 開場）  

ところ  宮永岳彦記念美術館 常設展示室 
内容 秦野市の文化芸術の発展を目的として立ち上げたプロジェクト『ハダノ 

・アート・コモン』による演奏及びスタッフによる美術館の紹介 

出演 ハダノ・アート・コモン 

定員 ８０名（申込み先着順） 

費用 ３００円（観覧料として当日支払） 

申し込み 文化振興課へ電話申し込み 

問い合わせ  

秦野市文化スポーツ部文化振興課  

☎０４６３(８６)６３０９ 

 

 

 

宮永岳彦記念美術館ギャラリーコンサート 

 


